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●福岡県内では「赤坂」の 1,893 万円を筆頭に「1,000 万円以上」が 11 駅にも上る 

地方中枢都市を有する北海道では札

幌市中心部に位置する駅でも目安世

帯年収※が 1,000 万円以上となるケー

スが出始めている。「札幌」や「さっぽ

ろ」の駅周辺では北海道新幹線延伸に

向けての面的な大規模再開発に伴っ

て駅至近の高額なタワーマンションが

増えてきている。これらの物件では道

外居住者で比較的資金に余裕がある

購入層にも販売ターゲットを広げてい

ることもあり、目安世帯年収を押し上げ

る一因となっている。また、人気が高い

高級住宅地に位置する「円山公園」や

「西 18 丁目」も地元の富裕層からの旺

盛なニーズを背景に、目安世帯年収は

大台を超えてきている。 

宮城県ではターミナル駅の「仙台」や利

便性と住環境を兼ね備えた人気住宅

地の「北四番丁」で 1,000万円の大台を

超えてきており、仙台市中心部に位置

する「青葉通一番町」も 1,000 万円まで

間近に迫っている。一方、ターミナル駅

や市内中心部からやや離れたエリアに

位置する「長町」や「卸町」は 700 万円

台に留まっているが、目安世帯年収の

上昇度合いに関しては他の主要駅と

同じくこの 10 年間でも後半の 5 年間の

方が大きくなっている。 

福岡県では目安世帯年収が 1,000 万

円以上の駅は 11 駅を数え、「赤坂」や

「薬院」に至っては 1,500 万円を超えて

きている。福岡市内のターミナル駅周

辺や高級住宅地に位置する駅ほど目

安世帯年収の上昇度合いが大きい反面、同市から離れている駅では価格高騰の影響はある程度抑制されている

様子が窺える。 

東京カンテイ、実際に物件購入した住宅ローン利用者の年収倍率から目安世帯年収を算出 

地方圏でも中枢都市で「1,000 万円以上」となる主要駅が多数登場 

多くはターミナル駅の周辺エリアや地元で人気が高い高級住宅地に位置するという共通点 

※「新築マンションが購入可能な目安世帯年収」とは、新築マンション価格（70 ㎡換算）を住宅ローン利用者が実際に物件購入した時の年収倍率で割った数値。 

※年収倍率には住宅金融支援機構「フラット 35 利用者調査」の年収倍率（中央値）を用いており、各物件の所在地（都道府県）に応じて該当する年収倍率を適用。 

※今回の集計時点では 2024 年の調査結果が公表されていなかったため、2024 年の目安世帯年収に関しては 2023 年の年収倍率を代用して算出（暫定値）。 


